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1．自己紹介
　私が子供のころは札幌といえども自然があふれて
いました。また、家庭用ゲーム機やパソコンのある
家はほとんどない時代でしたので、自然の中で当た
り前のように虫取り、川遊びなどをして遊んでいま
した。そのせいか中学・高校では自然科学への興味
を強く抱くようになり、大学では地質学を専攻しま
した。専門である土木地質という分野は、建設コン
サルタント業界に進んだ先輩から聞いた話や、大学
生時代に地質調査をお手伝いさせていた時に知りま
した。大学院終了後、ある建設コンサルタント会社
に入社し、トンネル地質調査、斜面調査、構造物基
礎調査に従事しました。現所属の株式会社アリヤス
設計コンサルタントに移籍後は、土木設計について
も勉強しながら地質調査業務を担当しています。
2．技術士試験に合格して
　私と同年代で同じ業界に進んだ方の多くは何年も
前に合格されており、ようやく背中が見えた感じが
しています。そういう意味で一区切りがついて、今
は少しホッとしていますが、これからは同じように
一線に並べるように改めて気を引き締めていきたい
と思います。
3．試験対策
　私なりの技術士二次試験を振り返ってみました。
同じ分野で受験される方の勉強の参考となれば幸い
です。
○筆記試験
必須問題：科学技術に関する白書、政府諮問機関等
の提言に目を通しました。これらの資料はインター

ネット上で公開されていますので入手は比較的簡単
でした。新聞の科学技術政策に関する記事も通読す
るようにしました。これは口頭試問の際の話題づく
りにも役立つと思います。
専門問題（地質）：試験問題で問われていることの多
くが業務で遭遇する可能性のある事象ですので、技
術や手法の基本と応用を確認しながら業務を遂行し
ました。実際に合格された方から「論旨を整理した
メモをその場（試験場）で作れるようにするとよい」
と聞いていました。普段の業務でも、技術的課題や
対策などを整理したメモを作成するようにしまし
た。その際、乱雑でもいいからアウトラインが分か
るものを短時間で作るように留意しました。
○口頭試問
　技術的体験論文は、業務報告書から抜粋した図表
類がそのままでは見づらかったので、体裁の修正に
意外と手間が掛かりました。普段の業務でも図表類
にもっと気を配る必要を再認識しました。論文を見
ていただいた方からの助言も大変役立ちました。
4．最後に
　2011 年（平成 23 年）3 月 11 日に発生した巨大
地震と大津波には、かつて三陸沿岸で防潮堤の大き
さを見たことがあっただけに大変驚かされました。
また、地震防災体制強化の必要性が認識され始めて
いた矢先の出来事であり、今回間に合わなかったこ
とは、防災に関わる技術者の一人として残念でなり
ません。今後も災害に強い国土づくりの一助となる
よう努力を惜しまない所存です。

技術士 2次試験に合格して
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1．自己紹介
　私は 1975 年（昭和 50 年）に網走市で生まれ、北
見工業大学を卒業後、1998 年（平成 10 年）生田原
町に入庁し、2005 年（平成 17 年）の町村合併を経
て現在は遠軽町に勤務している 35 歳の技術系職員
です。
　自治体の人口規模が 2 万 2 千人程度と小さいこと
もあり、私の業務は町道や河川の許認可事務・維持
管理、道路事業、河川事業、災害復旧事業等と広く
浅く時には深くといった多岐にわたっております。
2．技術士への経歴
　私が技術士という資格を知ったのは勤めてから 3
年程度経過してからであり、その時見た問題は「地
域医療格差の解消」といったような内容でして、当
時はこんな試験受かるのは別世界の人しか受からな
いなといった印象を受けつつも同時に、技術士とい
うものに強いあこがれも抱きました。
　職場としては特に資格を求めておらず、また周囲
にも技術士の先輩がおらず取得しなさいと言われた
ことはなかったのですが、自分自身が精神的に大き
な人間というか博識でゆとりのある人物になりたい
といった人生観を描いていたので、技術士を取得で
きるほどの能力を身につけられれば、目標とする人
物像に一歩近づけるのではないかと思い技術士に挑
戦することにしました。
　それから技術士への第一歩として 28 歳で一級土
木施工管理技士取得、その後 33 歳で一次試験合格、
翌年二次試験に初挑戦しましたが不合格、さらに翌
年 35 歳で合格といった内容が私の技術士への経歴
です。
3．技術士試験
　合格できる能力を身につけるためには合格レベル
の論文を書けるようになることが必要だと思い、地

元の技術士会で知り合えた技術士の方に徹底的に添
削してもらいました。自分以外の方の客観的な視点
が入ることで、自分で気づかなかった事や誤った考
えを効率的に修正していくことができ、論文の仕上
がりが良くなっていったと思います。
　また、論文構成能力とは別に知識も覚えなくては
ならないとも思い、白書や省庁の HP、解答例等か
ら項目に対して背景・課題・対応策などに分解し、
ノートにまとめ理解するように覚えていきました。
　勉強は平日 2 時間、休みは 5 時間程度行うように
し、考えることに疲れたら解答例の模写をするなど、
頭を休めつつ筆記能力も上げておりました。
　口頭試験では、とある先輩技術士の方から、それっ
ぽくうわべで答えてもダメだ！　自分の中に芯があ
れば答えはそこから出てくる！　試験官はこいつに
技術士を名乗らせていいか最後の確認をしているん
だからな！と教えられ、勉強はもちろんしましたが
試験官とコミュニケーションを取るように臨んだと
ころ良い感じで終えることができ、合格発表日には
ちょっと早い春を感じることができました。
4．おわりに
　登録後、名刺を初めて渡したとき、今後は間違っ
たことや程度の低いことは言えないというこれまで
経験したことのないプレッシャーを感じました。
　そのため今は技術士の名に恥じないように、研鑽
は常に行う必要があると責務ではなく自ら思います。
　また JABEE 講習を修了した私の後輩にも技術士
への意欲の高い技術者が数多くおり、彼らが技術士
に挑戦する際は、彼らの一助となることで私が先輩
技術士から受けた恩を返していきたいと思います。
　最後にお世話になった先輩技術士の方々ならびに
本会誌へ投稿の機会を与えていただいた広報委員会
の方々にお礼を申し上げ、結びといたします。

大澤　公浩
（おおさわ　きみひろ） ■ 専門：建設部門（施工計画・施工設備及び積算）
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1．自己紹介
　私は、1975 年（昭和 50 年）に北海道旭川市で生
まれ、高校を卒業するまでは旭川市で過ごしました。
　その後、北海道大学水産学部に入学し、札幌市、
函館市と移り住み、各都市の風土や文化を楽しみつ
つ、平凡な学生生活を送りました。
　当時、海や魚が好きだから水産学部を選んだのか
といえば決してそうではありません。将来、どんな
職業に就きたいのかという明確な目標を持っていな
かったため、成り行きで選んだ道だったと思います。
　今では魚が大好きで、熱帯魚観賞を趣味とし、週
末にはアクアリウムショップに足を運んでおりま
す。

2．技術士試験について
　私は大学を卒業後、食品卸売業に勤めていました
が、技術的な仕事がしたいと思い、友人の勧めもあっ
て航空測量会社に転職しました。
　その時に初めて技術士という資格を知るとともに
公共事業に係わるようになりました。
　当時の先輩から、「技術者は専門知識や実務経験の
ほか、公的な資格の取得も重要である」と教わり、
自分が技術者として仕事をしていくためには、まず
は測量士を取得することを第一歩として、将来的に
は技術士になりたいと思い、資格取得に向け勉強す
るようになりました。
　その後、測量士等の取得や技術士第一次試験の合
格、現在の職場への転職等、様々なことがありまし
たが、所定の実務経験年数を重ね、第二次試験の受
験資格を得ることができました。
　しかし、身近な諸先輩の方々を見ていると、知識、
経験、洞察力、信頼性など全ての面でレベルが高く
技術士のハードルの高さを感じ、技術士になりたい

という「目標」が、いつか合格できればいいという
「夢」に変わっていきました。
　技術士資格の重要性から、受験申込から模擬面接
まで一貫した勉強会が社内でも開かれるようにな
り、同世代の技術者が合格するようになると、自分
も技術士になれるのではないかと、身近な目標とし
て日々精進するようになりました。
　私は 3 回目の受験で初めて筆記試験を合格し、
口頭試験に臨むことになりましたが、技術的体験論
文など口頭試験に向けた準備は何もしていなかった

（今回も筆記試験が不合格と思っていました。）ので、
口頭試験までパニック状態でした。口頭試験のプ
レッシャーから体調を崩した時期もありましたが、
家族の支えや先輩技術士からのアドバイスにより、
自分のペースを取り戻すことができました。
　口頭試験ではかなり厳しい質問が多く、不合格を
覚悟していましたが、なんとか合格を手にすること
ができました。
　これまで、私の受験に際し、ご指導下さいました
多くの技術士の方々に、この場を借りて厚くお礼申
し上げます。

3．今後に向けて
　技術士試験に合格して、社会的責任を自覚し、技
術の研鑽に励んでいきたいと考えております。
　またこの度、僭越ながら、日本技術士会北海道支
部の広報委員に任命され、本号から『コンサルタン
ツ北海道』の編集に携わることとなりました。
　広報委員の活動を通して、諸先輩の方々と交流を
深めながら資質向上に取り組むとともに、本誌が読
者にとってさらに有益なものになるよう、頑張って
いきたいと考えております。
　どうぞよろしくお願いいたします。

鎌仲　修志
（かまなか　しゅうじ） ■ 専門：建設部門（建設環境）
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1．自己紹介
　私は 1978 年（昭和 53 年）に神奈川県で生まれ、
父の仕事の関係で兵庫県に移住しました。そのまま
県内の大学に進学し、大学院博士後期課程までの長
い期間を兵庫県で過ごしました。就職を機に札幌に
移住し、今年で 5 年目を迎えます。
　札幌では大学と製薬企業の共同研究に携わってお
り、共同研究が 2008 年（平成 20 年）から JST 育
成研究に採択され、プラザ内に間借りする形で業務
を行っております。主にバイオ医薬品製造のための、
組換えタンパク質高生産系の開発を担当しておりま
す。
　趣味は武道で、大学時代は日本拳法、現在はテコ
ンドーを嗜んでおります。

2．技術士試験について
　私が初めて技術士試験を知ったのは、博士後期過
程の 3 年でした。卒業と就職が決定していた私は、
博士号を取得した後に、いったい何を目指すべきか、
どういった経験を積むべきか悩んでおりました。大
学院まで進んだことからアカデミックな基礎研究の
重要性は理解しているものの、もっと応用的に人の
役に立たせるにはどうしたら良いか、という気持ち
が漠然とありました。そんな時、技術士試験を知り、
自分の目指すべきものだと思うようになりました。
　一次試験は就職して一年目にクリアしましたが、
問題は二次試験でした。生物工学部門はマイナーな
部門ですので、参考となる書籍や講座がほとんどな
く、いかにして勉強するかが課題でした。過去問題
の分析はもちろん、最新の情報を得るために日経バ
イオテクなどの情報誌をチェックし、各種セミナー
や勉強会に積極的に参加するようにしました。なお
この経験は試験だけでなく、日常の業務において非

常に役に立ったのは言うまでもありません。
　また二次試験の受験資格を得るのにさらに 2 年
の実務経験が必要でしたので、モチベーションの維
持が大変でした。偶然にも職場に同じ部門の技術士
を目指す人がいたため、「まけてなるものか」という
強い気持ちでなんとか維持しました。
　ようやく二次試験の受験資格を取得した年、待望
の第一子の出産が重なりました。産前産後のことを
考えると、今年は受験を控えようと妻に伝えたとこ
ろ、「せっかく受験資格を得たのだから子供を言い訳
にせず頑張って」と言われました。全くその通りだ
と思い、昼休みなどの細切れ時間を積み重ね、一発
合格を目指しました。
　筆記試験では運良く体験した業務の周辺知識が出
題され、合格することができました。口頭試験は後
悔した部分もありますが、何とか力を出し切りまし
た。ここでは思いのほか、客先でのプレゼンの経験
が非常に役に立ちました。合格発表当日、インター
ネットで夜中に自分の番号を見つけた時は、思わず
声をあげてガッツポーズをとりました。

3．今後について
　私の専門であるバイオテクノロジーの分野は、産
業として成り立ちにくく、そのため雇用も安定して
おりません。そんな中で技術士を目指して日々過ご
すことで、自分を強く保ち続け、さまざまな知識や
経験、価値観を得ることができたことは、非常に有
意義でありました。同様の悩みを持つ方の参考にな
れば幸いです。
　最後になりましたが、私を支えて下さった職場の
皆様や指導技術士の先生、そして家族に心から御礼
申し上げます。またこのような投稿の機会を与えて
下さり誠に有難うございました。

田原　寛
（たはら　ひろし） ■ 専門：生物工学部門（細胞遺伝子工学）

北海道大学　人獣共通感染症リサーチセンター　国際疫学部門
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1、自己紹介
　1960 年 3 月 25 日に産声をあげました。この 3
月 25 日は電気記念日でして、職場の口の悪い同僚
から「そんなに電気が好きなら感電したらいいのに」
と、からかわれている感電が嫌いな 51 歳です。
2、趣味
　一に 5 年前に始めた登山で、藻岩山から大雪山
まで年間 20 回程度出掛けています。日帰りの単独
行専門で、自慢は 1 日に最大 4 万 1 千歩を歩いた事。
　二に、写真です。特に札幌の夜景撮りが好きで、
藻岩山や大倉山の知名度の高い山だけでなく、山登
りの経験を活かして色々な山から撮影をしていま
す。特に、手稲山や百松沢山からの夜景は絶品です。
　三にスキーです。最近は 1 シーズンに数回しか
行かないので、趣味と言えないかもしれません。
3、職場
　高速道路の保全点検や施工管理を行っている会社
に勤務しています。その中で、私は札幌を中心とす
る延長約 120 Km の電気設備の保全管理全般を
行っています。
4、技術士試験との出会い
　同僚から飲み会にでも誘うように「山口〜。一緒
に行こうぜ〜」声を掛けられたのが出会いです。そ
の頃は、一次試験の合格が必須になる前だったので、
いったい何年前の話だったのでしょう？（苦笑）
5、受験苦闘期
　技術士試験は常に強電系試験と並行して受験し、
名付けて“二兎を追うもの一兎も得ず作戦”を遂行し
てきたのですが、作戦名がトホホなだけあって、長
い苦闘期を味わってきました。受験期間が長いと試
験制度が幾度か変わり、その対応に戸惑う年もあれ
ば、受験願書を出し忘れて“不戦敗”になってしまっ

た年もありました。
6、昨年の試験
　筆記試験は手応えが無く、『どうせ、今年もダメだ
ろう』と思っていたら意外にも合格していました。
ところが、どうせ不合格だと思っていたので論文提
出や口頭試験の準備を、まったくしていなかったの
です。特に論文提出は締切日まで数日しかなく、会
社に事情を話して休暇を取り、なんとか期限に間に
合わせる事ができました。
　次は口答試験の準備です。声を出す練習をするた
めに、一人二役で試験官を演じ『技術士の定義を話
して下さい』と質問し、自分で声を出して答えるの
ですが、スラスラと言葉が出ません。とにかく言葉
が出るまで、“危ない人”と思われても仕方ない練習
を繰り返しました。
　そして本番です。待合室の雰囲気が嫌で受験室の
前の廊下でプラプラしていると、二人の男性が向
かって来て挨拶をされました。私も挨拶をするのと
同時に、その二人は試験室へ入りました。「もしか
して試験官？」そう思った瞬間に超後悔です。なん
たって、ポケットに片手を突っ込んだまま、気の無
い挨拶をしていたのですから（苦笑）。
　試験官は、やはり予想通りの二人でした。そして
私の答えに対して『○○について、もっと勉強して
下さいね』と 6 回ぐらい指導されたので、合格通知
が来るまで不安な毎日を過ごしました。
7、終わりに
　“ゆっくりでいい。休んでもいい。歩むことさえ
できれば到達できる。”この言葉を支えに、ようやく
技術士の仲間入りをさせていただきました。これか
らもよろしくお願いします。

山口　宏幸
（やまぐち　ひろゆき）
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